
 

 

けっせきされた方が 

 

 

 

        

 

 

 

               

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《
い
ー
ち
俳
句
を
楽
し
む
会
》 

一
月
二
十
日 

《脳梗塞注意喚起の歌》 
体操教室講師の長野富子さんから、脳梗塞注意喚起の歌をお寄せいただきました。 

ともだち賛歌（ピアノ）のメロディーに合わせて口ずさめるそうです。 
 

  脳卒中啓発ソング  作詞 水谷脳神経外科医院長 

   顔、口、腕、足、何か変。突然起きたら脳卒中。 

いつでもどこでも気づいたら迷わず悩まず、救急車！ 

半身利かない、しゃべれない。片側、突然キーワード。 

夜でも寝てても気付いたら、朝まで待たずに病院へ！ 

気のせい、そのうち治るだろう。淡い期待が命取り。 

早い治療が大事です。治るチャンスは３時間！ 

   なったら大変脳卒中。寝たきり原因、一番よ。 

今から予防始めましょう。皆で撲滅、脳卒中！ 
 
      

     の報告 
 

《１月の歩こう会》 
新年の白山神社、吉祥院にお参りしてきました。途中、埋蔵文化財センターや、遺跡庭

園「縄文の村」にも立ち寄り多摩市の歴史に触れて来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《１月から変わりました》 
諸物価高騰にどうしても追いつけず１月から１階ホールでの経費の一部を値上げし 

ております。 

水曜食事会の会食費     650 円→700 円 

      お持ち帰り   500 円→550 円 

              （ただし、三色ごはんは 650 円） 

他の曜日の会食費      450 円→500 円 

尚、コーヒー250 円、アイスコーヒー300 円、紅茶 200 円は据え置きです。よろし

くお願い申しあげます。     
 

 

 

二
〇
二
五
年
（
令
和
七
年
）
最
初
の
句
会
は
、
体
調
を
く
ず
し
て
欠
席
を
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
年
の
初
め
に

そ
れ
ぞ
れ
句
に
対
す
る
思
い
を
述
べ
合
い
実
り
の
あ
る
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
二
月
十
日
（
月
）
で
す
。 

 

・
ト
ラ
ン
プ
は
自
信
過
剰
が
仇
を
な
す 

 
 
 
 

（
迷 

夢
） 

・
朝
焼
け
に
命
の
み
な
も
と
祈
り
見
る 

 
 
 
 

（
流 

風
） 

・
女
房
の
逆
上
が
り
あ
り
名
物
な
り 

 
 
 
 
 

（
迷 

楽
） 

・
テ
キ
ト
ウ
が
適
当
な
の
だ
処
方
薬 

 
 
 
 
 

（
脱 

兎
） 

・
ト
ラ
ン
プ
で
ジ
ョ
ー
カ
ー
引
い
た
地
球
拳 

 
 

（
小 

寅
） 

・
年
行
く
や
夕
日
の
包
む
庭
に
立
つ 

 
 
 
 
 

（
美
恵
子
） 

・
元
朝
や
霜
鬢(

そ
う
び
ん)

の
吾(

あ)

又
一
年 

 

（ 

啓 

） 

・
ま
な
板
を
た
た
い
て
母
の
七
日
粥 

 
 
 
 
 

（
操 

子
） 

・
国
会
前 

正
月
３
日
の
出
会
い
初
め 

 
 
 
 

（
忠 

夫
） 

・
鰤
大
根
ひ
と
り
味
わ
ふ
夫
の
留
守 

 
 
 
 
 

（
む
つ
み
） 

・ 
 

ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル 

ニ
ュ
ー
イ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

元
日
や
「
ワ
ル
ツ
」「
ポ
ル
カ
」
に
浸
り
を
り 

 

（ 

啓 

） 

・
寒
鴉
梢
に
凛
と
動
か
ざ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
操 

子
） 

・
丹
沢
山
後
を
遠
く
初
日
の
出 

 
 
 
 
 
 
 

（
節 

子
） 

・
初
春
や
万
歩
か
ぞ
え
て
空
見
上
ぐ 

 
 
 
 
 

（
忠 

夫
） 

・
年
明
け
の
家
事
は
尽
き
な
く
未
だ
主
婦 

 
 
 

（
む
つ
み
） 

《
創
作
川
柳
》 

令
和
七
年
一
月
投
句
よ
り 

月
投
句
よ
り 

   

ト
ラ
ン
プ
旋
風
で
落
着
か
な
い
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
こ
の
一
年
ど
ん
な
年
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
川
柳
に
興
味
の

あ
る
方
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
ト
ラ
ン
プ
流
こ
れ
が
理
想
の
民
主
主
義 

 
 

（
流 

風
） 

・
殿
堂
は
イ
チ
ロ
邁
進
の
証 

 
 
 
 
 
 
 

（
迷 

夢
） 

・
上
司
に
は
花
嫁
修
業
と
書
く
辞
表 

 
 
 
 

（
迷 

楽
） 

・
ト
ラ
ン
プ
は
正
月
遊
び
で
も
う
沢
山 

 
 
 

（
脱 

兎
） 

・
寒
燈
や
重
き
扉
の
手
術
室 

 
 
 
 
 
 
 

（
操 

子
） 

・
初
日
の
出
い
ず
か
た
行
か
む 

と
見
こ
う
見 

（ 

啓 

） 

 
 

と
見
こ
う
見
＝
左
見
右
見
＝
あ
ち
ら
見
た
り
、
こ
ち
ら
見
た
ら
す
る
こ
と 

・
寄
り
添
っ
て
窓
越
し
に
咲
く
シ
ク
ラ
メ
ン 

 

（
忠 

夫
） 

・
山
海
の
珍
味
と
言
え
ぬ
御
節
重 

 
 
 
 
 

（
む
つ
み
） 

・
一
月
や
星
影
い
で
し
多
摩
の
里 

 
 
 
 
 

（
美
恵
子
） 

・
春
暑
し
少
年
達
の
草
野
球 

 
 
 
 
 
 
 

（ 

亨 

） 

・
初
鴉
寂
し
く
も
な
く
一
羽
お
り 

 
 
 
 
 

（
節 

子
） 

・
人
知
れ
ず
片
山
里
の
枯
桜 

 
 
 
 
 
 
 

（
美
恵
子
） 

・
長
閑
や
診
察
券
を
忘
れ
た
り 

 
 
 
 
 
 

（ 

亨 

） 

・
正
月
や
旨
き
お
せ
ち
を
皆
で
食
べ 

 
 
 
 

（
節 

子
） 


